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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ，平成 21 年 7 月 27 日に公表しました平成 21 年 12 月期（平成
21 年 1 月 1日～平成 21 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知ら
せいたします。 
 

記 
 
１．平成 21 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正(平成 21 年 1月 1日～平成 21 年 12 月 31 日) 

(単位：百万円，％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 13,442 △6 85 △104 △76 円 98 銭 

今回修正予想(Ｂ) 12,964 △387 △321 △423 △314円 92銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △478 △381 △406 △319 ― 

増減率(％) △4 ― ― ― ― 

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 12 月期) 

6,824 △327 △427 △1,043 △688円 63銭 

   
２．平成 21 年 12 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 21 年 1月 1日～平成 21 年 12 月 31 日) 

(単位：百万円，％) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(Ａ) 422 △28 16 34   25 円 17 銭

今回修正予想(Ｂ) 421 △48 8 28 21 円 43 銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △1 △20 △8 △6 ― 

増減率(％) ― ― △50 △18 ― 

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 12 月期) 

156 △242 △369 △943 △622円 26銭 

   

 

 

 



３．修正の理由 

当連結会計年度における当社グループの業績は、グループ全体の売上高が 12,964 百万円、販

売費及び一般管理費が 5,195 百万円、その結果、387 百万円の営業損失、321 百万円の経常損失、

423 百万円の当期損失となる見込です。 

売上高は、前回予想値より 478 百万円減少しておりますが、これは百貨店不況の影響を直接

的に受けた東京ブラウス株式会社と株式会社松崎の売上不振によるものです。 

販売費及び一般管理費は、株式会社アイ・エヌ・エーをはじめグループ全体での経費削減努力

が実を結び、前回予想値よりも 143 百万円減少させておりますが、売上高及び売上総利益の減

少をカバーするまでには至りませんでした。 

損益面では、株式会社アイ・エヌ・エー、濱野皮革工藝株式会社（旧社名：株式会社

HAMANO1880）が営業利益を計上する見込みですが、のれん（営業権）の償却額を大きく上

回るまでには至らず、逆に百貨店不況の影響を強く受けた東京ブラウス株式会社と株式会社松崎

の営業損失が原因で、当社グループ全体では営業損失 387 百万円となる見込です。経常損益に

ついては、営業外収益はほぼ予想通りで推移しましたが、営業外費用の方で、株式会社アイ・エ

ヌ・エーの銀行借り入れに関する支払利息、東京ブラウス株式会社の台湾現地法人である東京華

麗絲有限公司の為替差損などにより前回予想値より 29 百万円増加した結果、321 百万円の経常

損失となる見込です。特別損益としましては、主に株式会社アイ・エヌ・エーの従業員退職金制

度移行益を特別利益に計上しました。しかし一方、同社で繰延税金資産 315 百万円を取り崩し

たため、当連結会計年度の当期純損失は 423 百万円になる見込です。 

したがいまして、当連結会計年度通期での業績見通しを表 1 の通り修正いたします。 

 

単体の売上高に関しましては、ほぼ予算の通りとなりましたが、特にファッションブランド事

業にかかるリ・ブランディング・プロジェクト費用が嵩んだことが、営業損失の増加および経常

利益の減少要因です。 

したがいまして、当事業年度の業績見通しを表 2の通り修正いたします。 

 

(注) 上記業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したも

のであり、今後様々な要因によって異なる場合があります。 

以  上 


